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流動層コーティング技術

コーティングの目的
１）ハンドリング性の向上
２）薬物の化学的安定化２）薬物の化学的安定化
３）薬物の放出制御
４）薬物の標的指向化
５）薬物の吸収・透過促進５）薬物の吸収 透過促進



液相でのマイクロカプセルの製法は永い研究の歴史が
ありますが、実用化の例は医薬品では少ない。



グ技術 新 開コーティング技術の新しい展開

微粒子 テ ング技術微粒子コーティング技術
 コーティングの微粒子化 ティングの微粒子化
 無菌・無埃流動層
多孔質芯粒子の開発 多孔質芯粒子の開発

 生体内分解性コーティング剤の開発
 微量調製用装置の開発
 乾式プロセスの開発 乾式プロセスの開発





芯の特性
粒子径 粒度分布 粒子形状 粒子密度粒子径・粒度分布・粒子形状・粒子密度・
空隙率・表面粗度・機械的強度・表面摩損度、

吸水性・透水性・浸透圧・膨潤性・

Ｈ 溶解性 薬物溶解度ｐＨ・溶解性・薬物溶解度

膜の特性膜の特性
膜厚・密度・空隙率、
水透過性・薬物透過性・膨潤性・
溶解性・荷電・薬物との相互作用、溶解性 荷電 薬物との相互作用、
機械的強度

規則多相混合系均質構造 ランダム多相混合系

図. マイクロカプセルの構造と物性の制御因子
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図． 医薬品の剤形とそのコーティング法の粒子径別分類
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図 顆粒や細粒のフィルムコーティングに用いられる装置








